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2022年 12月 1日 

BIPROGY、三谷産業 
佐賀銀行のDX基盤として「POWER EGG」が稼働開始 

～ 行内業務の効率化および事務削減を推進 ～ 

BIPROGY と三谷産業は、佐賀銀行へ「業務効率化」・「事務削減」を推進するための DX 基盤とし
て、統合型コラボレーションツール「POWER EGG（パワーエッグ）」の機能の 1 つである「Web
データベース」を導入し、稼働を開始しました。 
「POWER EGG」は、三谷産業子会社のディサークルが開発する、グループウエア、汎用申請ワー
クフロー、Web データベースなどの機能を保有し、業務プロセスの可視化、既存業務のペーパーレ
ス化、大幅な業務の効率化を実現するソリューションです。 
2022 年 10 月末時点で、1,494 社（自治体：78 団体、金融機関：74 機関を含む）、約 54 万 2 千
ライセンスの販売実績を有しています。近年は特に金融機関での採用が非常に多く、全国の地方銀
行 62 行中 22 行で採用されています。 

【導入の目的】 
佐賀銀行は、第 17次中期経営計画 ”変革、挑戦” においてDX戦略を掲げ、本部・営業店間の業務
効率化・事務削減に取り組み、営業活動に注力できる体制構築を目指しています。そのような中
で、金融機関での導入実績が豊富であり、銀行業務におけるDXの推進に適したソリューションと
して「POWER EGG」を採用しました。 

【期待される効果】 
Excel・紙・メールで運用している本部・営業店間の業務において、これまでは「過去に提出した
資料を探す際に 1つずつファイルを確認する必要があり手間がかかる」「自分で Excelを必要な
タイミングで見に行かないと、情報の変化に気づくことが出来ない」「1人がデータ入力してい
る時、他の社員はデータを編集することができない」などの問題がありました。
これらの問題を、「POWEREGG」の Web データベースを利用することで解決することができ
ます。
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「POWER EGG」の導入により期待される効果は以下のとおりです。 

 
１．登録した内容のデータベース化 
    登録された情報が一覧化され、必要な行員に必要な情報を共有することができるため、 
    知りたい情報を簡単に検索することが可能です。 
２．重要な情報への気づき 
    格付評価の期限が来る前に期日が近づいている旨のメッセージが発信される、 
    報告書が提出された際に通知が届くなど、情報の見逃しを防ぎます。 
３．データの同時入力・自動集計化 
    複数人でのデータ同時入力や、入力データの自動集計機能により、業務効率化・事務削減が 
    可能です。 
４．未提出対象部門(店舗)の把握 
    本部(所管部署)では、作成基準月・営業店毎に、未提出対象部門(店舗)を確認することが 
    できるため、効率的な情報管理・把握が可能です。 
 
【ペーパーレス化の促進により、佐賀銀行における SDGｓ達成に向けた取り組みに貢献】 
佐賀銀行では、行内において紙ベースの管理表や元帳などを廃止し、「POWER EGG」の Web
データベースを用いた管理に移行することで、ペーパーレス化を実現します。また、「POWER 
EGG」を用いた「紙を発生させない」取り組みによって、紙の使用を２０％程度削減することを
見込んでいます。 

 

 
 
【今後の展開】 
「POWER EGG」は、(1)グループウエア、(2)汎用申請ワークフロー、(3)Webデータベースなど
の機能を備えたオールインワンの情報活用ツールです。広範囲の業務の情報を集約することで、コ
ロナ禍で急速に広がったテレワーク環境下でも業務効率化、社内コミュニケーション活性化を支援
します。 
BIPROGYと三谷産業は、今回の佐賀銀行の実績をもとに、今後も引き続き「POWER EGG」を金融
機関だけでなく異業種へも展開し、お客さまのDX推進や付加価値向上に貢献していきます。 
 

以 上 
 
 

株式会社佐賀銀行（取締役頭取：坂井秀明氏） 
https://www.sagabank.co.jp/ 
佐賀県佐賀市に本店を置く地方銀行です。2022年 4月より第 17次中期経営計画”変革、挑
戦”を掲げ、本計画では、持続可能な地域社会・経済の実現のために、「このまちで、あなた
と・・・金融の枠を超えて地域の価値向上を実現する銀行グループ」となることを目指して
います。 

■「POWER EGG」（パワーエッグ）について 
https://poweregg.d-circle.com/  
POWER EGGは、「気づき」と「つながり」をコンセプトに、(１)グループウエア、(２)汎用申請ワ
ークフロー、(３)Webデータベース、(４)CRM（顧客管理システム）、(５)経費精算ワークフローの
機能を備えた統合型コラボレーションツールです。最近では、多様な働き方を推進する企業や地域金
融機関における導入実績が増加しています。2022年 10月末時点で、1,494社(自治体：78団体、
金融機関：74 機関を含む）、約 54 万 2 千ライセンスの販売実績となっています。「業務生産性の向

https://www.sagabank.co.jp/
https://poweregg.d-circle.com/
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上」、「決裁の迅速化」、「業務プロセスの見える化」、「ペーパーレス化によるコスト削減」の4軸にお
ける導入効果が顕著に表れ、導入いただいた企業から非常に高い評価と満足をいただいています。  

■関連URL
・銀行・信用金庫向け業務改革支援ソリューション「POWER EGG」

https://www.biprogy.com/solution/lob/fs/poweregg/
・三谷産業株式会社 https://www.mitani.co.jp/

※POWER EGGは、ディサークル株式会社の登録商標です。
※その他記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

※掲載の内容は、発表日現在のものです。その後予告なしに変更される場合がありますので、あらか
じめご了承ください。

＜本ニュースリリースに関するお問い合わせ＞ 
https://www.biprogy.com/newsrelease_contact/ 

https://www.biprogy.com/solution/lob/fs/poweregg/
https://www.mitani.co.jp/
https://www.biprogy.com/newsrelease_contact/

